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フランス10年国債利回り
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【2019年11⽉4⽇〜2019年11⽉8⽇】

リスク選好から国債の売りが進む
中国が⽶中双⽅の追加関税の段階的撤廃
合意を明らかにしたことなどを受けて、
投資家のリスク志向が強まりました。

債券は世界的に売りが優勢となり、フラ
ンス10年物国債利回りは7⽉以来のプラ
スとなりました。

（注）データは2019年10⽉8⽇から2019年11⽉8⽇（⽇次）。
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【2019年11⽉4⽇〜2019年11⽉8⽇】

円が対⽶ドルで下落
⽶中貿易摩擦の緩和期待などを背景に投
資家がリスク志向を強め、⽶ドルを買っ
て円を売る動きが優勢となりました。

⼀⽅、欧州委員会が2019年のユーロ圏
の経済成⻑率やインフレの⾒通しを引き
下げたことなどを背景に、円は対ユーロ
では⼩幅な動きでした。
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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
（注）データは2019年10⽉8⽇から2019年11⽉8⽇（⽇次）。


